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渡
辺
議
員 

主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃

止
が
参
議
院
で
成
立
し
た
が
、「
ラ
ー
麦
」

な
ど
県
で
開
発
し
た
ブ
ラ
ン
ド
品
種
の

推
進
や
種
子
の
生
産
に
こ
れ
ま
で
同
様

の
財
政
措
置
を
含
め
県
が
責
任
を
持
つ

こ
と
を
表
明
す
べ
き
。
知
事
の
見
解
は
。

Ａ　

米
、
麦
、
大
豆
の
収
量
や
品
質
の

向
上
に
は
優
良
な
種
子
の
生
産
・
普
及

が
不
可
欠
で
、
引
き
続
き
優
良
種
子
の

安
定
供
給
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

先
週
、
九
州
地
方
知
事
会
を
通
じ
、
国

に
法
の
廃
止
後
も
米
・
麦
等
の
種
子
が

安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

原
中
議
員 

警
固
断
層
南
東
部
地
震

が
発
生
し
、
一
時
的
に
福
岡
空
港
が
使

え
な
い
場
合
、
佐
賀
空
港
を
災
害
救
援

部
隊
や
物
資
の
輸
送
な
ど
に
使
わ
せ
て

も
ら
う
よ
う
、
佐
賀
県
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
結
ぶ
べ
き
だ
。

Ａ　

県
内
の
被
災
状
況
に
応
じ
佐
賀
空

港
の
使
用
を
想
定
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
。
九
州
地
方
知
事
会
で
は
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
各
県
が
連
携
し

て
対
応
で
き
る
よ
う
「
九
州
・
山
口
９

県
災
害
時
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て
い

る
。
協
定
に
基
づ
き
速
や
か
に
協
力
要

請
を
行
う
な
ど
佐
賀
県
と
連
携
し
て
対

応
す
る
。

佐
々
木
議
員 

県
教
育
委
員
会
の
調
査

で
は
、
県
立
の
全
日
制
高
校
延
べ
１
０
２

校
の
修
学
旅
行
の
う
ち
75
校
が
ス
キ
ー

ま
た
は
ス
キ
ー
と
東
京
訪
問
等
を
組
み

合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
修
学
旅
行

の
特
色
化
、
多
様
化
を
進
め
、
教
育
的

意
義
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

Ａ　

修
学
旅
行
の
計
画
は
、
教
育
目
標

や
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、
各
学
校
が

主
体
的
に
決
定
し
て
い
る
。
生
徒
や
保

護
者
の
意
見
も
考
慮
し
つ
つ
、
教
育
目

標
の
達
成
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
修
学
旅

行
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
、
校
内
で
の
議
論
を

促
す
。

堤
議
員 

わ
が
国
の
虫
歯
の
減
少
は
、

歯
磨
き
や
食
生
活
の
改
善
に
よ
る
と
考

え
る
。
本
県
で
は
、
学
校
へ
の
フ
ッ
化

物
洗
口
の
導
入
で
は
な
く
、
妊
婦
の

方
々
や
学
童
期
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
歯
科
保
健
指
導
の
徹
底
に
加
え
、「
口

腔
崩
壊
」
の
子
ど
も
や
保
護
者
な
ど
へ

の
働
き
か
け
に
よ
り
、
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
だ
。

Ａ　

学
童
期
に
は
全
児
童
が
小
学
校
で

毎
年
行
わ
れ
る
学
校
歯
科
検
診
を
受
け

て
お
り
、
虫
歯
が
多
い
児
童
等
に
は
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
各
学
校
で
保

護
者
に
対
し
て
個
別
に
働
き
か
け
が
行

わ
れ
て
い
る
。

大
田
議
員 

平
成
27
年
度
衛
生
行
政

報
告
例
に
よ
る
と
、
本
県
に
お
け
る
10

代
の
人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率
は
全
国
で

最
も
高
い
。
県
教
育
委
員
会
は
、中
学
・

高
校
で
の
性
に
関
す
る
学
習
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

Ａ　

特
に
中
学
校
に
対
し
、
専
門
医
と

連
携
し
た
「
性
と
心
の
健
康
相
談
」
の

効
果
や
重
要
性
を
市
町
村
教
育
委
員
会

や
学
校
に
周
知
。
各
学
校
で
の
性
に
関

す
る
指
導
が
断
片
的
な
学
習
に
終
わ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
生
き
方
に
関
す
る

指
導
と
の
関
連
を
強
化
し
た
取
り
組
み

を
推
進
し
、
効
果
的
な
個
別
指
導
の
方

法
を
研
修
会
等
で
普
及
す
る
。

中
村
議
員 

放
置
竹
林
対
策
や
治
山
・

農
業
用
水
利
施
設
の
機
能
維
持
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ　

放
置
竹
林
な
ど
の
竹
の
伐
採
単
価

を
平
成
26
年
度
に
約
４
割
上
げ
た
結

果
、
以
降
３
年
間
の
伐
採
面
積
が
約

８
４
０
㌶
と
、
そ
れ
以
前
の
３
年
間
よ

り
約
１
３
０
㌶
増
え
た
。
治
山
施
設
は

一
昨
年
度
ま
で
に
７
９
５
１
カ
所
を
点

検
診
断
。
こ
の
う
ち
補
修
の
必
要
な

９
１
８
カ
所
を
昨
年
度
か
ら
順
次
補
修

し
て
い
る
。
農
業
水
利
施
設
は
使
用
開

始
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
主
要
施
設

４
２
９
カ
所
の
う
ち
３
８
２
カ
所
の
点

検
診
断
を
終
え
、
必
要
な
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

野
田
議
員 

本
県
の
警
察
官
の
う
ち

女
性
警
察
官
の
占
め
る
割
合
は
６
・
６

％
。他
の
都
道
府
県
の
平
均
よ
り
低
く
、

増
員
計
画
も
遅
い
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
女
性
警
察
官
の
採
用
が
低
い

の
か
。
増
員
計
画
を
10
年
程
度
前
倒
し

す
べ
き
だ
。

Ａ　

県
警
察
で
は
、
全
警
察
官
に
占
め

る
女
性
警
察
官
の
割
合
を
平
成
33
年
度

に
８
％
、
43
年
度
に
10
％
に
拡
大
す
る

計
画
を
策
定
し
採
用
を
進
め
て
い
る
。

女
性
警
察
官
の
配
置
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
採
用
情
勢
や
配
置
ポ
ス
ト
の
拡
大

に
合
わ
せ
た
女
性
用
施
設
整
備
な
ど
も

勘
案
し
採
用
拡
大
を
進
め
る
。

川
﨑
議
員 

玄
海
原
発
３
・
４
号
機
の

安
全
性
に
つ
い
て
住
民
の
疑
念
は
払
拭

さ
れ
て
い
な
い
。
知
事
の
３
・
４
号
機

再
稼
動
容
認
発
言
の
撤
回
を
求
め
る
。

Ａ　

玄
海
原
発
３
・
４
号
機
は
、
原
子

力
規
制
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
さ
れ
、

世
界
で
最
も
厳
し
い
新
規
制
基
準
に
適

合
す
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
国

が
九
州
電
力
を
指
導
・
監
督
し
、
万
々

が
一
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
は
国
が
責

任
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
く
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性
は
確
保
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
、
再
稼
動
に
関
す
る

佐
賀
県
知
事
の
判
断
を
尊
重
す
る
。

松
下
議
員 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

放
課
後
児
童
支
援
員
を
養
成
す
る
た
め

本
県
が
開
い
て
い
る
「
放
課
後
児
童
支

援
員
認
定
資
格
研
修
」
の
福
岡
、
北
九

州
両
政
令
市
で
の
開
催
を
も
っ
と
増
や

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

受
講
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
県

内
４
地
域
で
実
施
し
、会
場
の
選
定
は
、

受
講
希
望
者
数
や
通
所
の
方
法
、
収
容

人
数
等
を
考
慮
し
て
い
る
。
今
年
度
は

政
令
市
の
受
講
希
望
者
の
増
加
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
村
か
ら
の

交
通
手
段
を
考
慮
し
、
政
令
市
内
の
会

場
を
増
や
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

壹
岐
議
員 

経
済
的
に
困
っ
て
い
る

子
育
て
世
帯
の
相
談
を
受
け
付
け
、
解

決
に
向
け
た
支
援
を
行
う
県
の
「
子
ど

も
支
援
オ
フ
ィ
ス
」
と
学
校
と
の
連
携

に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

Ａ　

相
談
を
受
け
た
子
ど
も
の
抱
え
る

課
題
を
的
確
に
把
握
す
る
に
は
、
学
校

と
の
連
携
が
重
要
だ
が
、
開
所
か
ら
１

年
し
か
た
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

学
校
側
か
ら
の
情
報
提
供
は
ま
だ
少
な

い
。
県
教
育
委
員
会
や
私
学
部
局
を
通

じ
て
学
校
に
事
業
内
容
を
説
明
、
協
力

を
要
請
し
、
学
校
が
有
す
る
情
報
を
子

ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
が
共
有
で
き
る
協

議
の
場
の
設
定
も
検
討
す
る
。

西
尾
議
員 

相
撲
の
競
技
人
口
の
底

辺
拡
大
を
図
る
た
め
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
働
き
掛
け
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

小
学
生
に
相
撲
の
楽
し
さ
を
味
わ

わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
小
学
校

で
は
体
力
つ
く
り
運
動
の
例
と
し
て

「
押
し
、寄
り
を
用
い
て
す
も
う
を
す
る

こ
と
」が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、よ

り
簡
便
か
つ
安
全
に
相
撲
に
親
し
め
る

よ
う
相
撲
マ
ッ
ト
を
活
用
し
、
授
業
を

行
う
学
校
も
あ
る
。
今
後
、
小
学
校
教

員
の
研
修
会
等
で
相
撲
マ
ッ
ト
や
相
撲

の
動
き
を
取
り
入
れ
た
運
動
の
事
例
を

紹
介
し
、底
辺
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

新
開
議
員 

透
析
医
療
機
関
が
災
害
な

ど
で
透
析
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に

受
け
入
れ
可
能
な
病
院
を
お
知
ら
せ
す
る

「
透
析
メ
ー
ル
」
の
登
録
者
数
の
促
進
と
、

九
州
一
円
で
の
利
用
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

県
透
析
医
会
の
会
員
医
療
機
関
や

透
析
患
者
と
家
族
の
加
入
団
体
を
通
じ

登
録
を
働
き
掛
け
る
。
現
時
点
で
は
他

県
に
よ
る
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
透
析
メ
ー
ル
は
九
州
各
県
で
も
活

用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
で
、
有

用
性
に
つ
い
て
説
明
を
続
け
、
要
望
が

あ
れ
ば
直
ち
に
具
体
的
な
協
議
を
進
め

た
い
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

公明党公明党

西尾 耕治

壹岐 和郎 　　 　　 　　

松下 正治

新開 昌彦

民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団

原中 誠志

佐々木 允

川﨑 俊丸

渡辺 美穂大田 京子

中村 誠治

野田 稔子

　堤 かなめ

九
州
・
沖
縄
未
来
創
造
会
議

　

７
月
18
日
、
九
州
・
沖
縄
未
来
創

造
会
議
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
Ｐ
Ｔ
）会
議
及
び
総
会
が
長
崎
市
で

開
催
さ
れ
、
本
県
議
会
か
ら
松
尾
統

章
議
員
、
大
塚
勝
利
議
員
、
吉
武
邦

彦
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
会
議
で
は
、
九
州
各
県
議

会
議
長
会
か
ら
諮
問
さ
れ
た
「
九

州
・
沖
縄
が
一
体
と
な
っ
た
海
外
戦

略
」
に
つ
い
て
、「
九
州
各
県
の
ア

ジ
ア
・
国
際
戦
略
」や「
２
０
１
９
年
・

２
０
２
０
年
に
向
け
た
観
光
戦
略
」

及
び
「
農
産
物
の
輸
出
戦
略
」
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
取
り
ま
と

め
た
提
言（
案
）を
決
定
し
、
こ
の
提

言（
案
）は
、
続
い
て
開
催
さ
れ
た
九

州
・
沖
縄
未
来
創
造
会
議
総
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
２
０
２
０
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
踏
ま
え
た
観
光
客
等
の

誘
客
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
海

外
事
務
所
の
共
同
設
置
な
ど
、
５
つ

の
最
重
要
項
目
を
含
む
17
項
目
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
は
、
８
月
23
日
に

開
催
さ
れ
る
九
州
各
県
議
会
議
長
会

議
で
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。


